
第124回　日本輸血・細胞治療学会

   東北支部例会

◆ 日　時　　　令和６年３月９日（土）10：10～18：15
◆ 会　場　　　ホテル福島グリーンパレス ２階
　　　　　　　（現地開催のみ）
　　　　　　　福島県福島市太田町13番53号　TEL：024-533-1171
◆ 参加費　　　1,000円
◆ 例会長　　　神林裕行（福島県赤十字血液センター所長）
◆ 主　催　　　日本輸血・細胞治療学会 東北支部

会　場　　　ホテル福島グリーンパレス ２階
　　　　　　福島県福島市太田町13番53号　TEL：024-533-1171

アクセスマップ
・JR福島駅西口から徒歩１分
・東北自動車道　福島西ICから車で10分
　　　　　　　　福島飯坂ICから車で18分
※お車でお越しの際は、第２駐車場（50台）をご利用下さい。

プログラム概要

時　間

９：30～

10：10～11：10
10：30～11：30

11：40～12：40

13：00～13：30
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13：35～14：05

14：05～14：45

14：55～15：25

15：25～15：55

15：55～16：15

16：15～16：35

16：35～16：55

17：10～18：10

18：10～18：15

会　場

２階　瑞光の間前

２階　瑞光の間
２階　葵の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階 瑞光の間

２階 瑞光の間

内　容

受付開始

看護師・検査技師推進委員会合同セミナー
Ｉ＆Ａ推進委員会

共催セミナー（昼食付）
昭和天皇記念学術賞受賞記念講演

総会

開会挨拶

教育講演

指定演題　１～４

一般演題　１～３

一般演題　４～６

一般演題　７～８

一般演題　９～10

一般演題　11～12

特別講演

閉会挨拶

ご案内図
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◆看護師・検査技師推進委員会合同セミナー 

10:10～11:10 ２階 瑞光の間 

   座長：渡邉美奈（福島県赤十字血液センター 事業部 採血課） 

       本田昌樹（青森市民病院 医療技術局 臨床検査部） 

 「輸血関連の悩ましい事例に対する問題解決の考え方」 

    （看護師推進委員会企画）安全な輸血を目指して〜看護師が感じるちょっとした疑問〜 

     いわき市医療センター 認定臨床輸血看護師 佐藤貴紀 

    （検査技師推進委員会企画）血液センターに問い合わせのあった内容について 

     東北ブロック血液センター 事業部 学術情報課 佐藤和人 

 

 

◆共催セミナー（昼食付） 

昭和天皇記念学術賞受賞記念講演 

11:40～12:40 ２階 瑞光の間 

   座長：藤原実名美（東北大学病院 輸血・細胞治療部） 

 「安全で有効な輸血治療を支える輸血医学」 

 大戸斉（福島県立医科大学 副学長） 

 共催：一般社団法人 日本血液製剤機構 

 

 

◆教育講演 

13:35～14:05 ２階 瑞光の間 

   座長：池田和彦（福島県立医科大学附属病院 輸血・移植免疫部） 

 「テルモ BCT 社製 遠心型血液成分分離装置の変遷と改良の歴史 

～スペクトラ オプティア装置の特徴と活用について～」 

 久保田さやか（テルモ BCT 株式会社 セラピューティックシステムズ（TS）事業） 
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◆指定演題                  コンセプト 「輸血医療を献血からベッドサイドまで一連として捉える」 
 

14:05～14:45                                      座長：峯岸正好 

２階 瑞光の間                                （宮城県赤十字血液センター 所長） 

１ 将来の献血者確保問題について 

  福島県赤十字血液センター 事業部 献血推進課 

    〇島村健翔、大竹さやか、田辺昇司、石田賢司、澤田浩幸、小泉裕治、神林裕行 

２ 秋田センターにおける継続的な原料血漿確保対策 

～血漿分画製剤の国内自給化を目指して～ 

  秋田県赤十字血液センター 事業部 採血課 

    〇髙橋美紀子、山本有里子、大山由香子、山手昌子、長井 剛、面川進 

３ 赤血球製剤有効期間延長における東北地域の供給状況調査 

  東北ブロック血液センター 事業部 需給管理課 

    〇小砂子智、本山裕太、遠藤佳奈子、佐藤和人、金井準一、柴崎至 

４ 当院の輸血療法委員会の在り方 

  （一財）脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 臨床検査科 

    〇佐久間香、橋本樹、服部尚士 

 

◆一般演題 
 

14:55～15:25 「輸血検査」          座長：渡部和也 

２階 瑞光の間                （福島県立医科大学会津医療センター附属病院 臨床検査部） 

１ 当院における不規則抗体検査の安全性について 

  太田綜合病院附属太田西ノ内病院臨床検査部検体検査科輸血管理室 

    〇渡辺隆幸、成田正也、星朱音、白谷颯生、阿部柊、星雅子、石井佳代子、橋本はるみ 

２ 低頻度抗原に対する抗体（抗 Kg）に起因した新生児溶血性疾患（HDN）において合成血調製に 

苦慮した一症例 

1)岩手医科大学附属病院中央臨床検査部輸血検査室 2)日本赤十字社東北ブロック血液センター 

3)岩手医科大学医学部小児科学講座 4)岩手県立宮古病院小児科 5)岩手医科大学附属病院輸血細胞治療部 

6)岩手医科大学医学部内科学講座血液腫瘍内科学分野 7)岩手医科大学医学部臨床検査医学・感染症学講座 

    〇佐々木哲也 1)、伊藤正一 2)、荻山佳子 2)、平野しずく 1)、髙橋 蓮 1)、井上優花子 1)、佐野友美 1)、外川洋子 1)、 

後藤健治 1)、松尾 悠 3)、阿部志津香 3)、土屋繁国 3)、髙清水奈央 3)、鳥谷由貴子 3)、外舘玄一朗 3)、松本 敦 3)、 

坂口 俊 4)、三浦邦彦 4)、高舘潤子 1)、伊藤薫樹 5、6)、藤原 亨 7)、 諏訪部 章 7) 
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薬価基準収載

薬価基準収載

薬価基準収載

注）注意ー医師等の処方箋により使用すること特定生物由来製品 処方箋医薬品注）

製造販売元

東京都港区芝浦3　1　1

血漿分画製剤
生物学的製剤基準　 人血清アルブミン

特定生物由来製品、 処方箋医薬品（注意ー医師等の処方箋により使用すること）

血漿分画製剤
生物学的製剤基準　 人血清アルブミン

特定生物由来製品、 処方箋医薬品（注意ー医師等の処方箋により使用すること）

製造販売元：ＫＭバイオロジクス株式会社

製造販売元：ＫＭバイオロジクス株式会社

［文献請求先及び問い合わせ先］ 一般社団法人 日本血液製剤機構 くすり相談室 〒108-0023 東京都港区芝浦3-1-1 医療関係者向け製品情報サイト https://www.jbpo.or.jp/med/di/

※効能又は効果、用法及び用量、禁忌を含む使用上の注意等については、添付文書をご参照ください。
　添付文書の改訂にご留意ください。



〒485-0059
愛知県小牧市小木東 1丁目 257
TEL 0568-72-7514／ FAX 0568-72-7530

株式会社エースメディカル

エースメディカルでは、使いやすさ、快適さ、信頼のカタチ、今までご利用いただいた皆様からの
声を大事に活かした献血用、透析用ベッドをご提供いたしております。
日本全国の医療機関などへの納入実績も多数あります。
現在ご使用中の機器のメンテナンスや修理、バージョンアップなど、アフターケアーも
行ないます。

エースメディカルWEBサイト 　 http://acemedical.net
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シリーズラインナップ

※ご使用に際しては、添付文書をご参照ください。
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〒960-8068　福島県福島市太田町 13−53

TEL 024-533-1191( 代表 )

FAX 024-533-1197







安全とコンプライアンスのために
血液製剤保管は医療機器へ

安全とコンプライアンスのために
血液製剤保管は医療機器へ

医療機器製造販売業許可番号

大阪の元気！ものづくり企業
高度な技術、高品質、低コストなどを誇る府内の優れた
「ものづくり中小企業」として大阪府より
『大阪ものづくり優良企業賞２０１０』を受賞しました。

関西モノ作り元気企業１００社
経済産業省近畿経済産業局より、特色あるモノ作り企業
として、『KANSAIモノ作り元気企業１００社』に選出頂き
ました。

２７Ｂ２Ｘ００２１４

ホリシェ
水平振とう器

医療機器製造販売承認番号
２１９００ＢＺＸ００００１００００

クロマトチャンバー
血小板振とう保存用恒温槽

医療機器製造販売承認番号
２１９００ＢＺＸ００００９０００

血液用保冷庫
医療機器製造販売承認番号
２１９００ＢＺＸ００００８０Ａ０１ クール・アラスター

低温処理作業台

医療機器製造販売承認番号
２１９００ＢＺＸ０００１４０００



A4  1/2用

福島県臨床検査薬卸連絡会

   東邦薬品　株式会社

   株式会社　バイタルネット

   株式会社　南部医理科

   株式会社　小関秀雄商店



人と技術のベストリレーション

株式会社　三陽

医科器械一般

理 化 学 器 械

本社 〒960-8114 福島市松浪町8-13 TEL　（024）534-3155㈹
FAX　（024）531-6527

福島営業所 〒960-8114 福島市松浪町8-13 TEL　（024）534-3155㈹

FAX　（024）531-6527

いわき営業所 〒973-8401 いわき市内郷小島町新町30 TEL　（0246）27-7631㈹
FAX　（0246）27-3607

郡山営業所 〒969-1104 本宮市荒井字青田原209-6 TEL　（0243）36-5550㈹
FAX　（0243）36-5557

会津営業所 〒965-0816 会津若松市千石町7-11 TEL　（0242）27-4134㈹
FAX　（0242）28-1134

水戸営業所 〒310-0852 水戸市笠原町1510 TEL　（029）243-1281㈹
FAX　（029）243-1283

物流センター 〒969-1104 本宮市荒井字青田原209-6
FAX　（0243）63-2445

営　業　品　目
病・医院緒設備

診断用X線装置

TEL　（0243）36-5554㈹
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N8-GP_AD  A4枠付　W180×H250mm

JP20ESP00028
（2020年7月作成）

製造販売元（資料請求先）

【8. 重要な基本的注意】
8.1 本剤の投与は、血友病の治療経験をもつ医師のもとで開始すること。
8.2 患者の血中に血液凝固第VIII因子に対するインヒビターが発生することがある。特に、
血液凝固第VIII因子製剤による補充療法開始後、投与回数が少ない時期（補充療法開始後
の比較的早期）や短期間に集中して補充療法を受けた時期にインヒビターが発生しやすい
ことが知られている。本剤を投与しても予想した止血効果が得られない場合には、イン
ヒビターの発生を疑い、回収率やインヒビターの検査を行うなど注意深く対応し、適切な
処置を行うこと。［11.2参照］
8.3 本剤の在宅自己注射は、医師がその妥当性を慎重に検討し､患者又はその家族が適切に
使用可能と判断した場合のみに適用すること。本剤を処方する際には、使用方法等の患者
教育を十分に実施した後、在宅にて適切な治療が行えることを確認した上で、医師の管理
指導のもとで実施すること。また､患者又はその家族に対し、本剤の注射により発現する
可能性のある副作用等についても十分説明し、在宅自己注射後何らかの異常の認められた
場合や投与後の止血効果が不十分な場合には、速やかに医療機関へ連絡するよう指導する
こと。適用後、在宅自己注射の継続が困難な場合には、医師の管理下で慎重に観察するなど、
適切な対応を行うこと。
8.4 目標とする血液凝固第VIII因子レベルに達していることを確認するため、必要に応
じ血液凝固第VIII因子レベルをモニタリングすること。本剤投与後に血液凝固第VIII因子活
性を測定する場合は、最新の情報を参照し、適切な試薬を用いて測定を行うこと。測定試薬
の種類により、測定結果が見かけ上、低値を示すことがある。

【9. 特定の背景を有する患者に関する注意】
9.1 合併症・既往歴等のある患者  9.1.1 ハムスター由来タンパク質に過敏症の既往歴のあ
る患者［11.1.1参照］  9.1.2 本剤の成分又は他の血液凝固第VIII因子製剤に対し過敏症の
既往歴のある患者［11.1.1参照］
9.5 妊婦 妊婦又は妊娠している可能性のある女性には治療上の有益性が危険性を上回
ると判断される場合にのみ投与すること。生殖発生毒性試験は実施されていない。
9.6 授乳婦 授乳中は、治療上の有益性が危険性を上回ると判断される場合にのみ投与する
こと。理論的に、血液凝固第VIII因子製剤が人の母乳中に存在する可能性がある。
9.8 高齢者 患者の状態を観察しながら慎重に投与すること。一般に生理機能が低下している。

【11. 副作用】
次の副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合に
は投与を中止するなど適切な処置を行うこと。
11.1 重大な副作用
11.1.1 ショック、アナフィラキシー（頻度不明）
じん麻疹、全身性じん麻疹、胸部圧迫感、喘鳴、低血圧などの症状が認められた場合は、投
与を中止し、適切な処置を行うこと。［9.1.1、9.1.2参照］
11.2 その他の副作用

【21. 承認条件】
医薬品リスク管理計画を策定の上、適切に実施すること

【25. 保険給付上の注意】
長期投与に関する注意
本剤は新医薬品であるため、療養担当規則（保険医療機関及び保険医療担当療養規則）に
基づき、2020年11月末日までは最低限14日に1回、来院するよう患者及び家族に指導し、
徹底させること。

●その他の使用上の注意については添付文書をご参照ください。

イスパロクト®及びEsperoct®はNovo Nordisk Health Care AGの登録商標です。

【4. 効能又は効果】
血液凝固第VIII因子欠乏患者における出血傾向の抑制

【6. 用法及び用量】
本剤を添付の専用溶解液全量で溶解し、1～2mL/分で緩徐に静脈内に注射する。通常、1回
体重1kg当たり10～30国際単位を投与するが、患者の状態に応じて適宜増減する。 
定期的に投与する場合、12歳以上の患者には、通常、1回体重1kg当たり50国際単位を4日
毎に投与する。なお、患者の状態に応じて、1回体重1kg当たり50国際単位を週2回、又は1回
体重1kg当たり75国際単位を週1回投与することもできる。 
12歳未満の小児には、通常、1回体重1kg当たり60国際単位を週2回投与する。なお、患者の
状態に応じて、1回体重1kg当たり50～75国際単位を週2回又は3日毎に投与することもできる。

【7. 用法及び用量に関連する注意】
7.1 1国際単位(IU)の第VIII因子活性は健常人の血漿1mL中の第VIII因子活性に相当する。
必要量は、体重1kg当たり1 IUの第VIII因子の投与により血漿第VIII因子活性が2 IU/dL
上昇するという経験則より、以下の計算式に基づいて算出すること。

出血症状の程度又は手術の種類に応じて必要な期間、下表に示す第VIII因子活性(％又は
IU/dL)を下回らないように維持する。用量及び投与の間隔は臨床的な効果が得られるよう
に個々の症例に応じて調整すること。

出血エピソード及び外科手術における用量の指標

7.2 定期的な投与の用法及び用量は、直近の出血状況等、患者の状態を考慮して選択する
こと。［17.1.1、17.1.2参照］

クレイトン、34歳

パイロットであり、余暇にハイキングやキャンプを楽しむ
クレイトンは

血友病Bとともに生きています。

ツロクトコグ アルファ ペゴル（遺伝子組換え）

処方箋医薬品（注意－医師等の処方箋により使用すること）生物由来製品

ペグ化遺伝子組換え型血液凝固第VIII因子製剤

薬価基準収載

必要量　　＝　　体重　　×　　　　　　　　　　　　×　　　0.5血液凝固第VIII因子
の目標上昇値

（IU） （kg） （％又はIU/dL） ［（IU/kg）/（IU/dL）］

投与の間隔（時間）
治療期間（日）

出血の程度/
外科手術の種類

必要な第VIII因子
活性値（％）（IU/dL）

出血
軽度
早期の関節内出血、
軽度の筋肉内出血
又は口腔内出血
中等度
より進行した関節内出血、
筋肉内出血
又は血腫
重度又は生命を脅かす出血

20～ 40

30～ 60

60～ 100

12～24時間毎：
出血症状が消失するまで

12～24時間毎：
出血症状が消失するまで

8～24時間毎：危機的状況から脱するまで
外科手術
小手術
抜歯を含む

大手術

30～ 60

80～ 100
（手術前～術後）

手術前1時間以内に投与。必要に応じ24
時間毎に追加投与する。治癒が得られる
まで最低1日間は投与する。
目標範囲内の第VIII因子活性を達成する
よう手術前1時間以内に投与。必要に応じ
8～24時間毎に創傷が治癒するまで追加
投与する。
引き続き7日間は、第VIII因子活性を30～
60％（IU/dL）に維持できるよう追加投与する。

注） ［8.2参照］

過敏症
神経系障害

皮膚及び皮下組織障害
筋骨格系及び結合組織障害

全身障害及び投与部位の状態

臨床検査
その他

1%以上 1％未満
アレルギー反応

頭痛
発疹 紅斑、そう痒症
関節痛

注射部位反応
注射部位腫脹

AST増加、ALT増加
インヒビター発生注）

MOVE BEYOND
THE THRESHOLD
高いトラフ値目標をシンプルに

2020年7月1日より、在宅自己注射に限り、
40°C以下での保管が可能になりました。＊

＊ 詳細は添付文書をご参照ください



第124回　日本輸血・細胞治療学会

   東北支部例会

◆ 日　時　　　令和６年３月９日（土）10：10～18：15
◆ 会　場　　　ホテル福島グリーンパレス ２階
　　　　　　　（現地開催のみ）
　　　　　　　福島県福島市太田町13番53号　TEL：024-533-1171
◆ 参加費　　　1,000円
◆ 例会長　　　神林裕行（福島県赤十字血液センター所長）
◆ 主　催　　　日本輸血・細胞治療学会 東北支部

会　場　　　ホテル福島グリーンパレス ２階
　　　　　　福島県福島市太田町13番53号　TEL：024-533-1171

アクセスマップ
・JR福島駅西口から徒歩１分
・東北自動車道　福島西ICから車で10分
　　　　　　　　福島飯坂ICから車で18分
※お車でお越しの際は、第２駐車場（50台）をご利用下さい。

プログラム概要

時　間

９：30～

10：10～11：10
10：30～11：30

11：40～12：40

13：00～13：30

13：30～13：35

13：35～14：05

14：05～14：45

14：55～15：25

15：25～15：55

15：55～16：15

16：15～16：35

16：35～16：55

17：10～18：10

18：10～18：15

会　場

２階　瑞光の間前

２階　瑞光の間
２階　葵の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階　瑞光の間

２階 瑞光の間

２階 瑞光の間

内　容

受付開始

看護師・検査技師推進委員会合同セミナー
Ｉ＆Ａ推進委員会

共催セミナー（昼食付）
昭和天皇記念学術賞受賞記念講演

総会

開会挨拶

教育講演

指定演題　１～４

一般演題　１～３

一般演題　４～６

一般演題　７～８

一般演題　９～10

一般演題　11～12

特別講演

閉会挨拶

ご案内図


